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平
成
30
年
度

　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
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ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
が
拡
大

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域

の
課
題
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
の

流
入
や
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
応
援
者

が
拡
大
す
る
な
ど
一
定
の
成
果
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
自
主
組
織
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ

る
活
動
が
活
発
化
し
た
ほ
か
、
子
育
て
世

代
が
自
ら
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
な
ど
、
多
様
な
主
体
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

 

社
会
増
に
向
け
対
策
の
強
化
を

　
一
方
で
、県
内
他
市
へ
の
流
出
拡
大
や
、

県
外
か
ら
の
市
内
へ
の
流
入
が
縮
小
す
る

な
ど
、
人
口
の
社
会
増
の
実
現
に
向
け
て

は
引
き
続
き
対
策
を
強
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
年
代
別
で
は
、
20
代
か
ら
30
代
ま
で
の

社
会
減
が
多
く
、
就
職
・
就
学
・
結
婚
を

き
っ
か
け
と
し
て
転
出
が
進
ん
で
い
ま

す
。
特
に
都
市
圏
企
業
の
採
用
活
動
が
活

� （単位：人）
平成27年 平成28年 平成29年

目　標　値 △ 152 △ 97 △ 43
実　績　値 △ 92 △ 164 △ 338

県　外
転 入 391 425 320
転 出 430 423 425
増 減 △ 39 2 △ 105

松江市
・

出雲市

転 入 405 359 282
転 出 495 522 513
増 減 △ 90 △ 163 △ 231

　人
口
の
社
会
増
へ
向
け
て
の
「
定
住
基
盤
の
整
備
」、「
人
材
の
育
成
・
確
保
」

に
関
す
る
平
成
30
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
チ
ー
ム
雲
南
」
で
人
口
の
社
会
増
へ

発
化
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
30
年
度
の
取
り
組
み

　
そ
こ
で
平
成
30
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
子
育

て
・
住
ま
い
な
ど
の
定
住
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
、
子
育
て
世
代
の
流
出
抑

制
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
市
内
企
業

へ
の
人
材
誘
致
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

Ｕ
タ
ー
ン
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
加
え
て
、
若
者
等
に
よ
る
起
業
・
創
業

の
動
き
を
一
層
強
め
る
と
と
も
に
、
都
市

圏
の
地
域
起
業
に
関
心
の
あ
る
人
材
の
誘

雲南市人口の社会動態

これまでの取り組み成果

致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
校
の
魅
力
化
や
、
意
欲
あ

る
中
高
生
、
大
学
生
、
若
者
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
支
援
す
る
新
た
な
制
度
を
創
設
し
、

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
育
成
を
一
層

進
め
ま
す
。

地域の未来をつくる若者チャレンジ

中学生・高校生のチャレンジ 意欲ある大学生の
チャレンジ

自ら地域をつくる大人チャレンジ

地域課題への関心の高まり 25大学・112人が学び合い

新規雇用と経済効果を創出 産直市×サロン×見守り

地域課題の解決策を考え実践したことのあ
る高校３年生の割合68.8％（前年50％）。

本気で学びたい大学生が市内の課題解決の
現場でフィールドワークやインターンシッ
プを実践。うち今春１人が移住。

３人から８人へ雇用拡大した訪問看護事業を
はじめ、昨期までで幸雲南塾を通じて51人
の雇用を創出（約2.8億円の経済効果）。

産直市とサロン機能をもつ三刀屋町中野地区の
「笑んがわ市」。独居高齢者の楽しみの場とな
り、地域の見守り活動につながっている。
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仕事分野

住まい分野

子育て分野

三世代同居促進支援事業

保育所保育士確保対策事業

雲南市土地開発公社分譲地購入奨励事業

小規模幼稚園の預かり保育

病児・病後児保育事業

障がい児等保育対策事業

人口減少や高齢化率が高い都市計画区域外において、まちづくりの担い手確保を図
るため、三世代の同居に係る住宅の改修に対して、新たに助成を行います。

年間を通じての待機児童ゼロの実現に向け、年度途中での新たな児童の受入を確保す
るために年度当初から保育士の配置を行う保育園に対して、新たに助成を行います。

市内の不動産事業者と連携して、雲南市土地開発公社の分譲地を購入したＵＩター
ン者を斡旋した不動産事業者に対して、新たに報償金を交付します。

小規模な幼稚園である佐世幼稚園、寺領幼稚園、西日登幼稚園および鍋山幼稚園で、
新たに預かりサービスを開始します。

雲南市立病院付近に新たに整備した施設で家庭での保育が困難な病児・病後児の保
育を開始します。

障がい児の受入に伴い、保育士もしくは、新たに看護師を配置する保育所に対する
助成を拡充します。

放課後児童クラブ整備事業

放課後児童対策事業（放課後児童クラブ移送）

西小学校児童クラブの施設を新たに建設します。

放課後児童クラブの運営が単独では困難な小学校区では近接の児童クラブへ車両に
よる移送を行っており、新たに鍋山および田井小学校区の希望児童について移送
サービスを開始します。

人材確保支援事業

企業立地促進対策助成事業

人材不足業種の事業者が、新たに市外からのＵＩターン者を正社員に雇用するため
支給する入社支度金に対して、新たに助成を行います。

企業誘致や地場企業の設備等・雇用等を促進するための助成を拡充します。

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

平成30年度の主な新規・拡充事業



教育魅力化推進事業
多様な学び合いとチャレンジの連鎖につながる人材育成・交流拠点として、市内３高校の寮機能も有した「（仮
称）チャレンジハウス」整備の検討に着手します。また、市内にある県立高校への教育魅力化コーディネー
ターの配置、通学環境支援の一環として、寮・下宿費用に対する助成を行うなど魅力ある教育環境の創出に
向け取り組みます。

小学校英語教育推進事業
小学校の学習指導要領の改訂に対応するため、英語教育専任の担当職員を配置す
るなど、小学校３年生からの英語教育の一層の推進を図ります。

コミュニティキャンパス推進事業
意欲ある大学生に学びと成長が得られるフィールドワークを提供するとともに、
ＵＩターンにつながる市内企業インターンシッププログラムを本格的に実施し、
まちづくりの担い手となる人材の育成・確保を図ります。

スペシャルチャレンジ 創設「雲南市スペシャルチャレンジ制度」を創設
“まち”の未来をひらくチャレンジを応援します！
雲南市では、さまざまな地域課題へのチャレンジが生まれ、まちの未来につながりつつあります。こうしたチャ
レンジの成果を増やし、より大きくしていくため、チャレンジ精神あふれる子ども、若者の学びと成長を後押
しする「雲南市スペシャルチャレンジ制度」を創設します。

ふるさと納税制度等を活用し、応援者からの寄附を募り、中高生の国内・海外研修、大学生の海外留学・イン
ターン、若者の市内での地域課題解決に資する起業・創業に対し、チャレンジ資金を提供します。

スペシャルチャレンジ制度とは
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人材の育成・確保

スペシャルチャレンジ事業補助金（ジュニア・ユース・ホープ）

起業型地域おこし協力隊配置事業

次世代のまちづくりのリーダー人材の育成・確保を図るため、チャレンジ精神にあふれる中高生（ジュ
ニア）・大学生（ユース）の学びと成長につながる国内・海外の研修・留学等や、課題解決に資する
若者（ホープ）の起業・創業に対し、新たに助成を行います。

ＵＩターン人材の確保と地域産業の伸展を図るため、地域資源を活用した課題解決に資する起業を志
向する都市圏の若者を誘致します。

キミの W
ウ ィ ル

ill 応援事業 

スペシャルチャレンジ（前期）募集中

中高生の！幸雲南塾事業で育まれた「したい（Will）」の実現やグローカルリーダーの育成に向け、
プラチナ未来人財育成塾やマイプロジェクトアワードの研修等に中高生を派遣します。

NEW

NEW

NEW

※ 1：大学生等とは、高等教育機関（大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専門学校（専修学校専門課程））に在籍する学生。
※ 2：支援予定人数は、応募・審査の状況等により変動します。
※ 3：保証料支援は、中小企業信用保証料補助事業により支援します。

募 集 区 分 対象者 支援予定
人数（※２） サポート内容

中高生
国内・海外研修

市内在住およ
び市内に通学
する中高生

３人

国内外を問わず積極的な学びにチャレンジする意欲ある中高生
の国内（県外）・海外研修に要する費用を支援します。
　◦ 上限30万円
　◦ 在学期間中であれば毎年度申請可

大学生
海外留学・インターン

市内在住また
は市内出身の
大学生等

（※１）

４人

将来に向けて、自らを成長させる学びや経験を得ようとする学
生の海外留学・インターンに要する費用を支援します。
　◦ 短期（２ヵ月未満）　上限30万円
　◦ 長期（２ヵ月以上）　上限60万円
　◦ 在学期間中であれば毎年度申請可

若者
起業・創業

市内で地域課
題解決に取り
組む概ね40歳
以下の方

３人

社会課題の解決や地域の暮らしを豊かにする事業の立ち上げに
要する費用を支援します。
　◦  活動資金支援（創業資金として金融機関から借り入れた額
　　 と同額を支援）　上限100万円
　◦ 保証料支援　　   上限20万円 （※3）

　◦ 利子補給支援　   上限10万円

応募方法
　５月24日（木）午後５時【必着】までに、「雲南市スペシャルチャレンジ事業提案書（様式第１号）」を作成

　　　　　の上、関係書類を添付して政策推進課へ提出してください。
　　　　　※応募書類は、専用ウェブサイトよりダウンロードください。

問い合わ
せ先 政策推進課　☎０８５４－４０－１０１１

応募要件など詳しくは、下記の専用ウェブサイトを確認ください。

雲南  スペチャレ  で検索　http://www.co-unnan.jp/special/

スペチャレ・ジュニア

スペチャレ・ユース

スペチャレ・ホープ

524まで
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健康長寿をめざし、
　　皆さん健診を受けましょう！
　超高齢社会の進展に伴い、若いときからの健康づくりの重要性がますます高まる中、「健康長寿・生涯現役」に向
けた課題解決の取り組みの一つとして、医療費分析等に基づいた国保加入者の健康増進のための事業計画（データヘ
ルス計画）を策定し、啓発から重症化予防まで効果的な保険事業を行っていくことが求められています。このたび、
「雲南市国民健康保険保健事業実施計画」および「第3期雲南市特定健康健康診査等実施計画」を策定しましたので、
その概要をお知らせしますとともに、今後は事業の実施と効果測定・評価を行いながら市民の皆さんとともに健康づ
くりに取り組んでいきます。

雲南市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）
および第３期雲南市特定健康診査等実施計画

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

H22　　　　　　H23　　　　　　H24　　　　　　H25

脳血管疾患年齢調整死亡率・40～64歳

島根県男性 雲南市男性

島根県女性 雲南市女性

27.2 
30.6 

36.4 

21.2 

15.1  16.4  18.4 
14.9 

27.2 
30.6 

36.4 

21.2 

15.1  16.4  18.4 
14.9 

（％）

（年度）

脳卒中を発症された人の主な基礎疾患

心房細動

高脂血症

71.4％

19.5％
27.8％

20.7％
25.5％

25.0％
20.0％

糖尿病

高血圧

■雲南市　■島根県

72.6%

　雲南市の脳卒中発症・死亡率は、男女とも、県・雲南圏域内でも高い状況です。
　脳卒中発症者の７割以上が高血圧、２割が糖尿病を発症しています。
　男性の高血圧有病率は、県よりも高い状況にあります。
　また、近年、糖尿病が悪化し、合併症として腎不全を発症される方が増えています。人工透析へ移行しないよ
う適切に管理することが重要です。

300

350

400

450

500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

1人当たり費用額の推移
（入院＋入院外＋歯科＋調剤）

雲南市 島根県

（年度）

（千円）

342 354
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427 428

342 354
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378 390
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331 339
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384
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421
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459

　雲南市の医療費は、男女ともに、県平均額より入
院医療費が高い状況です。
　特に男性は、外来・入院医療費ともに高く、状態
が悪化してから医療にかかる様子がうかがえます。
　また、雲南市の国保の総医療費は38億円（H28
年度）で、１人当たりの医療費はグラフのとおり年々
増加しています。
　今後も医療費の増加が予想されます。

神経系の疾患
6.4%

筋骨格系および
結合組織の疾患
6.4%

腎尿路生殖
器系の疾患
6.1%

その他
26.6%

循環器系の
疾患

20.0％

新生物
14.5％

精神および行動の障害
12.0％

内分泌、栄養および
代謝疾患　8.0%

雲南市疾病分類別医療費（Ｈ28年度）

医療費について・・・
 総医療費（上位３つ）
　１位．循環器系の疾患（脳卒中・高血圧等）
　　　　　　　　…………………………… 20．0％

※うち、４割が高血圧性疾患
　２位．新生物（がん）
　　　　　　　　……………………………14. ５％
　３位．精神および行動の障害（認知症・精神疾患等）
　　　　　　　　…………………………… 12．0％

若いときからの高血圧症対策が、脳血管疾患や虚血性心疾患の予防につながります。

　平成28年度の雲南市の特定健診受診率は、目標60%に対し、35.8%と県内でも低い状況です。
　特に40・50歳代の受診率が10～20％台と低い傾向にあります。

これらの病気を早期発見するためには、やはり健診が大切です。
若い頃から健診受診の習慣化が健康意識や将来の健康に影響してきます。

雲南市の現状
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みんなで取り組むポイント

雲南市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）および第３期雲南市特定健康診査等実施計画の
詳しい内容は、市ホームページをご覧ください。

【問】市民生活課　☎ 0854－40－1031・健康づくり政策課　☎ 0854－40－1040

 １． 毎年、特定健診を受けましょう！
　年に１回は健診を受け、毎年の身体の変化に目を向けましょう。
　病気の早期発見・治療が病気の重症化を防ぎます。

 ～ 皆さんができること ～
◆毎年、特定健診を受けましょう　　　◆退職後も、特定健診を受けましょう　
◆精密検査となったら、早めに受診しましょう
◆特定保健指導の対象となったら指導を利用し、生活改善に取り組みましょう
◆特定健診の結果を、生活の見直しに取り入れましょう

　実際に保健師と一緒に数か月健康づくりに取り組んだ方（個別支援）のうち、５割の方
に翌年の健診結果で改善がみられました !!
　健診を受けるだけでなく、その後の生活習慣が大事です！

 ３． 適正に医療にかかりましょう！
　必要な場合は、治療を受け、病気の管理に努めましょう。
　ジェネリック医薬品も活用しましょう。

 ～ 皆さんができること ～
◆治療が必要になった時は、早めに治療を受けましょう
◆かかりつけ医を持ち、定期的に受診しましょう
◆かかりつけ薬局を持ち、お薬手帳を活用しましょう　　◆ジェネリック医薬品を活用しましょう

 ４． 地域みんなで健康づくりに取り組みましょう！

 ～ 皆さんができること ～
◆家族・友人・地域で声を掛けあい、健診を受けましょう
◆悩んでいたり、普段と違う様子の人には、声を掛けてみましょう

 ２． 一人ひとりが、健康づくりに取り組みましょう！
　普段からの定期的な血圧測定・健康教室への参加・運動づくり活動などに積極的に参
加し、日々の生活の中に健康づくりを取り入れましょう

 ～ 皆さんができること ～
◆うす味に心がけましょう　　◆寝る前の食事や食べ過ぎに注意しましょう
◆週２回の休肝日・適量飲酒（１合程度）を心がけましょう
◆週に１～２回は、30分以上運動しましょう
◆気分転換を図り、ストレスをためないようにしましょう！

　特定健診受診者の塩分摂取量
は減ってきていますが、国の目
標値より高い状況です。



うんなん 日 和
まちの話題を
紹介します

雲子ちゃん
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　ラメールミュージカルスクール公演2018「ありの
ままとウキウキ」が加茂文化ホール ラメールで上演
され、スクールに通う市内外の幼児から高校生47人
が１年間の練習の成果を発表しました。
　約900人の観客の前で、清々しい歌声、真剣な演技、
エネルギッシュなダンスを披露し、子どもたちの一生
懸命な姿に会場は感動に包まれ、拍手が鳴りやみませ
んでした。
　公演終了後、子どもたちは修了証を授与され、１年
間の努力をかみしめるとともに、来年度への決意を新
たにしました。

　島根県が施工した主要地方道松江木次線北村工区災
害防除工事（大東町北村地内）の竣工式が海潮地区振
興会（会長 加

か も と

本恂
しん

二
じ

さん）の主催により開催されま
した。
　平成26年８月に既設防護柵を飛び越えて歩道に落
石があり、県では早急に現地調査、応急対策が取られ、
28年度には対策工事に着手、このほど新たな防護柵
が完成しました。
　地元を代表して北村自治会 藤

ふじはら

原充
み つ お

男会長より「通

ラメールミュージカルスクール公演2018
「ありのままとウキウキ」

松江木次線北村工区災害防除工事竣工式３26/
月

▲公演の様子

▲完成した防護柵 ▲あいさつする藤原会長

学路として地域住民の通行に非常に重要な道路であ
り、対策工事をしていただき安全・安心に通行できる
ようになった。県、市および施工業者の尽力に感謝し
ている」と謝辞を述べられました。
　施工に当たられた㈲山根建設は、工事期間中にイル
ミネーションの設置など工事のイメージアップにも取
り組まれたほか、この竣工式で交通安全協会へ寄付金
を贈呈されました。

３ ３/ 土

３ ４/ 日

・
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　ＪＲ西日本や沿線関係組織、行政機関で構成する「木
次線利活用推進協議会（会長 速水市長）」を新たに設
立しました。
　この協議会では、利用促進のみならず、木次線の持
つ魅力を積極的に情報発信すると共に、鉄道という地
域資源を活かしたさまざまな事業を予定しています。
　また、平成28年度の木次線開業100周年、昨年度
の木次線全線開通80周年の節目を契機としてつな
がった、沿線住民や地域づくり団体、交通・観光事業
者、そして行政機関が広く連携を深めながら各種取組
みを展開していくこととしています。

木次線利活用推進協議会設立

▲設立総会の様子

３28/
水

　演劇を通じたまちづくりを進める雲南市民らでつく
る実行委員会（委員長 吾

あ ご う

郷康
や す こ

子さん）が、平家物語
を題材とした創作市民演劇「水底平家」を上演し、約
900人が観劇しました。
　三刀屋高校掛合分校の亀

か め お

尾佳
よしひろ

宏教諭が脚本と演出を
手がけた本作は、平成25年に好評だった演目の再編
作品で、公募で集まった小学生から70代までキャス
ト・スタッフ合わせて総勢約70人が、昨年10月から
重ねてきた稽古の成果を披露しました。
　戦乱の世でもあった「平安」時代と、まもなく終わ
りを迎える現代の「平成」とを対比しながら、平和と

雲南市創作市民演劇
『水底平家～みなそこへいけ～」上演

３ 31/ 土

４ １/ 日

～

▲公演の様子

命の尊さ、そして次の時代をどう作っていかなければ
ならないのかを訴えかけました。

４４/
水

　社会福祉法人 愛
あいこう

耕福祉会（理事長 白
し ら ね

根廣
ひろひさ

久さん）
が運営する「みなみかも保育園」が加茂町南加茂地内
に開園し、新しい園舎に園児の元気な声が響き渡りま
した。
　白根理事長は「雲南市の待機児童の解消に少しでも
お役に立てたらと思う。『安全・安心』なまちづくり
に貢献できるよう愛耕福祉会役職員一同が質の高い乳
幼児教育に取り組んでまいりたい」とあいさつを述べ
られました。

みなみかも保育園開園

▲みなみかも保育園の外観
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　春の全国交通安全運動（４月６日～15日）に合わせ、
「うんなん安全の集い」を雲南警察署で行い、関係者
ら約100人が参加しました。
　今年の春の全国交通安全運動の重点は「子どもと高
齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防
止」、「自転車の安全利用の推進（特に、「自転車安全
利用五則」の遵守）」、「全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底」、「飲酒運転の
根絶」で、三刀屋保育所の園児を「１日ちびっ子おま
わりさん」に任命し、交通事故ゼロ雲南関所（啓発検問）
でドライバーにチラシ等の啓発グッズを配布し、交通
安全の徹底を呼びかけました。

春の交通安全運動「うんなん安全の集い」

▲ドライバーに安全運転を呼びかける三刀屋保育所の園児

４ ６/
金

　４月上旬から４月下旬までを雲南市桜まつり期間とし、４月７日(土)、８日(日)の２日間、
ＪＲ木次駅周辺でメインイベントを開催しました。
　ステージイベント「うんなんの桜はえ～よさこい 2018」や、100mのロングテーブル「雲南食堂」、こだ
わりの食を集めた「うんなんスパイス横丁」も開かれ、多くの観光客でにぎわいました。

雲南市桜まつり2018
４ ７/ 土

４ ８/ 日

・
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昨
年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て
の
寒
さ
は
殊
の
ほ
か
厳
し
く
、

大
雪
に
も
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
桜
の
開
花
は
例
年
よ
り
遅
い

の
か
と
思
い
き
や
、
３
月
末
か
ら
４
月
の
最
初
の
週
前
半
に
か
け
て
の
満
開
と

な
り
ま
し
た
。

　
雲
南
市
発
足
以
来
、
様
々
な
幸
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
の
木
次
の
桜
は
、
ま
さ
に
全
国
に

誇
る
雲
南
市
の
自
然
の
幸
で
す
。
　

　
そ
う
し
た
ま
さ
に
桜
花
爛
漫
の
４
月
３
日
（
火
）
に
は
「
第
19
回
木
次
桜

ま
つ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
会
」
が
木
次
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
６
３
０
余
人
が
集
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
元
気
さ
は
若
い
人
の
お
手
本
で
あ
り
、
ま
さ
に
元

気
な
高
齢
者
（
人
の
幸
）
の
見
え
る
化
で
し
た
。

　
ま
た
、３
月
31
日
（
土
）、４
月
１
日
（
日
）
に
は
雲
南
市
民
劇
「
水
底
平
家
」

が
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
、
多
く
の
市
外
か
ら
の
方
も
含
む
若
者
中

心
の
70
人
の
出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
一
年
間
の
稽
古
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

さ
れ
、
会
場
一
杯
の
観
客
を
大
い
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
１
ヵ
月
前
の
３
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）
に
は
、
ラ
メ
ー
ル
で
通

算
25
回
目
の
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
「
あ
り
の
ま
ま
と
ウ
キ
ウ
キ
」
が
催
さ

れ
、
市
内
外
の
３
歳
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
47
人
の
出
演
者
が
、
会
場
を

感
動
一
杯
に
満
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
４
月
１
日
（
日
）
に
は
恒
例
の
宍
道
湖
一
周
駅
伝
が
あ
り
、
な
ん

と
雲
南
市
が
10
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
最
終
７
区
の
ゴ
ー
ル
手
前
５
０
０
ｍ
の
間
で
の
劇
的
大
逆
転
勝
利
は
圧
巻
で

あ
り
、
こ
こ
数
年
２
位
に
甘
ん
じ
て
き
た
鬱
憤
を
晴
ら
す
快
挙
は
、
翌
日
の

地
元
紙
に
若
い
選
手
の
皆
さ
ん
の
不
屈
の
頑
張
り
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
一
連
の
こ
う
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
若
い
皆
さ
ん
の
み
な
ぎ
る
躍
動
力
を
強

烈
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
雲
南
市
な
ら
で
は
の
自
然
の
幸
、

人
の
幸
そ
し
て
歴
史
の
幸
、
食
の
幸
に
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
れ
に
は
、
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連

鎖
に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
「
チ
ー
ム
雲
南
」
と
し
て
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

「
チ
ー
ム
雲
南
」
で

雲
南
市
な
ら
で
は
の
幸
に
さ
ら
に
磨
き
を

市長
コラム

▲宍道湖一周駅伝で優勝された
雲南市チームの皆さん

今年も中高生×大学生×若者が地域を活気づける企画「うんなん桜
まつりプロジェクト」により、雲南市桜まつりを盛り上げてくれました。

さくらやしきプロジェクト
　「さくらやしき」では、子どもを対象に

したイベントを開催しました。さくらなど

の装飾が施された空間で、参加した子ど

もたちは、桜の妖精に扮した大学生と一

緒にクイズなどのゲームを通して交流をし

ました。

雲南スパイス
　　広報大使団
　雲南のスパイスを
知ってもらうために、
スパイスや野菜でモザ
イクアートを作りまし
た！当日には、モザイ
クアートの展示とスパ
イスに関するクイズを実施し、スパイス横丁を盛り上げました。

春の雲南巡り
　「もっとたくさんの人に雲南の魅力を
知って欲しい」とツアーを企画！花見の隠
れスポットや「ここだけは行ってほしい！」
というスポットを巡りました。あいにくの
雨でしたが、各スポットを楽しむことがで
きました♪

ＳＡＫＵＲＡ Café 
　　プロジェクト
　「雲南の良さを知っ
てもらおう！」をコンセ
プトに雲南にちなんだ
お菓子を楽しめて、さ
らには雲南の桜の歴史
も知ることができるカ
フェをオープンしまし

た。当日までは商品開発に試行錯誤したり、カフェの内装を
早稲田大学の大学院生と協力したりし、桜まつりを盛り上げる
べく奮闘しました。

地元愛かるたプロジェクト
　地域の方 と々「雲南のあるあるネタ」を
考え、そのネタをもとに読み札を作成。
かるたのイラストは、地域のいろいろな
方に描いていただきました。当日は、お
客さんと共にかるたを楽しみ、新たに考
えられた「雲南のあるあるネタ」のかるた
の作成もされました。

うんな
ん桜ま

つり

プロジ
ェクト
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雲南病院だより

３階東病棟　看護師

　若
わか

槻
つ き

　広
こ う

太
た

　地域の皆さんが笑顔で
いられるような看護師を
めざして頑張ります。

３階西病棟　看護師

　佐
さ

藤
と う

　香
か

澄
すみ

　地元である雲南市で看護師として
働けることに誇りを持ち、患者さん
や地域の方々に信頼される看護師に
なれるよう頑張っていきたいと思い
ます。

雲
南
病
院
だ
よ
り

産婦人科　診療科部長

　今
いま

村
む ら

　加
か

代
よ

【資格】日本産科婦人科学会専門医
　　　 母体保護法指定医
　島根大学を卒業後、島根大学産科婦人科講座
に入局し、島根大学医学部附属病院や島根県済
生会江津総合病院で勤務してきました。地域の
方へ最善の医療を提供できるよう頑張ります。
よろしくお願いします。

２階病棟　看護師

　谷
たに

本
も と

　果
か

歩
ほ

　地域の皆さんに信頼していただ
けるよう、日々頑張りたいと思い
ます。よろしくお願いします。

３階西病棟　看護師

　新
に っ

田
た

　莉
り

菜
な

　雲南市立病院で地域の皆さ
んの力になれるように頑張り
ます。よろしくお願いします。

３階西病棟　看護師

　伊
い

藤
と う

　一
かず

希
き

　地域医療に貢献できる
ように、努力していきた
いと思います。

２階病棟　看護師

　渡
わた

部
なべ

　沙
さ

喜
き

　まだまだ未熟ですが、地域の皆
さんに信頼していただけるように
一生懸命頑張ります。よろしくお
願いします。

３階東病棟　看護師

　八
や

幡
わた

垣
が き

　里
り

奈
な

　地域の皆さんを支えられ
るよう日々学習し、努力し
ていきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

2018年３月31日付

　産婦人科

　　加
か
藤
とう
　一
かず
雄
お

　整形外科

　　山
やま
本
もと
　乃

の
利
り
男
お

整形外科　医員

　佐
さ

藤
と う

　匡
ま さ

哉
や

　加茂町出身です。地元に貢献するためのス
タートラインにやっと立つことができまし
た。地域の皆さんへ恩返しできるよう日々精
進してまいります。

４階西病棟　看護師

　髙
たか

島
し ま

　沙
さ

莉
り

奈
な

　地元である雲南市で、地域の
皆さんのお役に立てるよう明る
く笑顔で頑張っていきますの
で、よろしくお願いします。

　３月30日に感謝状贈呈・
永年勤続退職者表彰を行いま
した。雲南圏域の産科保健医
療充実に尽力された加

か
藤
とう

一
かず

雄
お

医師に感謝状が贈呈され、永
年にわたり当院の発展・充実
に尽力された、原

はら
 惠

けい
子
こ

看護
師、吉

よし
田
だ

るみ子
こ

看護師、森
もり

山
やま

愛
あい

子
こ

看護師、田
た

中
なか

直
なお

子
こ

看護師
が表彰されました。

４階西病棟　看護師

　上
う え

原
は ら

　拓
ひ ろ

矩
の り

　 地 域 貢 献 で き る よ う、
日々成長できるように頑
張っていきたいと思います。

介新 任 医 師 紹

新入職員より

ひとこと

退任医師紹介退任医師紹介

▲前列左より田中直子看護師、吉田るみ子看護師、
加藤一雄医師、森山愛子看護師、原 惠子看護師

感謝状贈呈・永年勤続退職者表彰
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雲南病院だより

診療科 診察室
番号

予約の
有無

月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

整 形 外 科

診察室
1

再診は
要予約 西　 英明 - 西山 彰博 - 西　 英明

松井 　譲 
( 予約 : 急患のみ )

松井 　譲 - 西　 英明

松井 　譲 
( 予約 : 急患のみ )

診察室
2

再診は
要予約 佐藤 匡哉 - - 松井 　譲 西山 彰博 - 西山 彰博

診察室
3

再診は
要予約 松井 　譲 - 檀浦 智幸 - 檀浦 智幸 佐藤 匡哉 - 檀浦 智幸

リ ウ マ チ・ 膠 原 病 科 診察室
2

一部
予約 - - 石部 陽二 

9:00 ～ 14:00 - - - - - -

皮 膚 科 診察室
4

一部
予約 大藤 　聡 - 大藤 　聡 - 大藤 　聡 - - - 大藤 　聡 -

脳 神  経 外 科 診察室
5 - - 大学医師

9:30 ～診察 - - - - - 大学医師
(9:30 ～診察） -

麻 酔 科 診察室
6 大学医師 - - - - - - - - -

外 科
診察室
7 森脇 義弘 - 大谷 　順

( 初診・一部予約 ) - 奥田 淳三 - 大谷 　順
( 再診・予約 ) - 齋藤 晋祐 大学医師

（第３金曜）

診察室
8 春日 　聡 - 象谷ひとみ - 象谷ひとみ - 春日 　聡 - 奥田 淳三 -

泌 尿 器 科 診察室
10

一部
予約 井上 圭太 - - - 井上 圭太 - 井上 圭太 - 井上 圭太 -

耳 鼻 い ん こ う 科 診察室
11

一部 
予約 佐野 啓介 佐野 啓介 

14:30 ～ 佐野 啓介 - 佐野 啓介 - 佐野 啓介 
( 予約のみ ) - 佐野 啓介 佐野 啓介 

14:30 ～

小 児 科
診察室
12 大家 隆晴 - 大家 隆晴 - 大家 隆晴 大家 隆晴 

(1ヵ月乳健) 大家 隆晴 - 大家 隆晴 大家 隆晴

診察室
13 - 山口 清次 - 山口 清次 - 山口 清次

( ワクチン外来 ) - 山口 清次 - -
(6～8ヵ月乳健・ワクチン外来)

内 科

初 診 診察室
14

太田 龍一 
遠藤 健史 

（交代）
- 和足 孝之 - 永瀬 正樹 - 本多 一郎 -

笠　 芳紀 
太田 龍一 

（交代）
-

再 診
診察室
17 予約 服部 修三 -

松野 好男
8:45 ～ 10:30 - 遠藤 健史 - 松野 好男 - 服部 修三 -服部 修三

10:30 ～

診察室
18 予約 永瀬 正樹 - 太田 龍一 - 笠　 芳紀 - 太田 龍一 - 永瀬 正樹 -

胃 カ メ ラ 内視鏡室 大学医師 - 大学医師 - 山本 　俊 - 遠藤 健史 - 大学医師 -

糖 尿 病 科

診察室
19

予約 大学医師 - - - 大学医師
（隔週） - - - 大学医師 -

診察日は電話で確認ください

血 液 内 科 予約 - - 大学医師 - - - - - - -

呼 吸 器 科 予約 - - - - - - 代務医師 - - -

循 環 器 科
診察室
20

予約 末廣 章一 - - - 今井 健介 - 遠藤 昭博 - 織田 禎二 -

神 経 内 科 予約 - - 大学医師 - - - - - - -
診察日は電話で確認ください

眼 科 診察室
23 予約 - - 大学医師 - 代務医師 - 大学医師 - 代務医師 -

精 神 科 診察室
24

初診
予約 - - 板倉 征史 - 代務医師 - 今岡 大輔 - 原　 陽一 -

産 婦 人 科 診察室26 今村 加代 - 今村 加代 -
5/2
今村 加代
5/9 ～
加藤 一雄

- 今村 加代 - 今村 加代 -

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

大塚 昭雄 
「紹介患者のみ」

○整形外科：再診の方は予約が必要です。電話での予約は、１３時～１６時にお願いします。
○禁煙外来：毎週火曜日と木曜日の午前中に外科外来で行います（要予約）。
○乳腺外来：毎週水曜日に外科外来で行っています（要予約）。
○肛門外来：外科外来で行っています。
○緩和ケア専門外来：毎週火曜日１４時から外科外来で行います（要予約）。
○小 児 科：毎週火曜日の午後（要予約）は、６～８ヵ月乳児健診、ワクチン外来を行います。
　　　　　　毎週水曜日の午後（要予約）は、１ヵ月乳児健診、ワクチン外来を行います。
　　　　　　　　　乳児健診：１３時～１４時、ワクチン外来：１４時～１６時
　　　　　　※一般外来は両日の午後は休診となります。
○眼科：コンタクト外来は行いません。

診療・予約等に関する問い合わせは（0854）47-7500（代）へ連絡ください。

受　付　時　間
新患受付 午　　前  　８時３０分 ～ １１時００分

午　　後  １３時３０分 ～ １６時００分（午後の診察がある診療科のみ）

再来受付 午　　前  　７時１５分 ～ １１時００分
午　　後  １３時００分 ～ １６時００分（午後の診察がある診療科のみ）

休　　診　　日 　土、日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）
　※救急の場合は、休診日や診療時間帯にかかわらず対応します。

面　会　時　間 　７時００分 ～ ２１時００分
　※上記以外の面会は診療に差支えますので遠慮ください。

雲南市立病院　外来診療担当医一覧表

＜所在地＞
〒 699-1221
雲南市大東町飯田 96-1
Tel  （０８５４）４７- ７５００（代）
Fax  （０８５４）４７- ７５０１

〔ホームページアドレス〕
http://unnan-hp.jp/

平成30年５月１日現在
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平成30年度　雲南市立病院組織体制
■病院事業管理者：松井　譲　　■病院事業副管理者：秦　和夫（嘱託）　　■院長：大谷　順　　■統轄副院長：西　英明
■副院長：佐野　啓介、森脇　義弘　　■名誉院長：大塚　昭雄　　■名誉顧問：山口　清次　　■特別顧問：服部　修三
　代表電話番号 ☎0854-47-7500、市外局番はいずれも0854

　　　　　　　　　　　　　　　（　　）は兼務
部局名 科　名 職　　員　　名

診療局
　局長：（森脇義弘）
　次長：（森脇義弘）

内科 特別顧問：服部修三、診療科部長：松野好男、診療科部長：永瀬正樹
医長：遠藤健史、（医長：太田龍一）、（医長：笠　芳紀）

外科 院長：大谷　順、副院長：森脇義弘、診療科部長：齋藤晋祐
医長：奥田淳三、医長：象谷ひとみ、医長：春日　聡

整形外科 病院事業管理者：松井　譲、統轄副院長：西　英明、診療科部長：檀浦智幸、診療科部長：西山彰博
医員：佐藤匡哉

人工関節センター （病院事業管理者：松井　譲）
小児科 名誉顧問：山口清次、診療科部長：大家隆晴
皮膚科 診療科部長：大藤　聡
産婦人科 診療科部長：今村加代
耳鼻いんこう科 副院長：佐野啓介
泌尿器科 医長：井上圭太
リハビリテーション科 名誉院長：大塚昭雄

地域ケア科 部長：太田龍一、医長：笠　芳紀
事務局：（新田文雄）、（勝部琢治）

眼科 代務医師
脳神経外科 大学医師
精神科 大学医師等
放射線科 大学医師
麻酔科 大学医師
循環器科 大学医師
神経内科 大学医師
糖尿病科 大学医師
血液内科 大学医師
呼吸器科 代務医師（専門医）
リウマチ・膠原病科 代務医師（専門医）
地域総合診療科 担当医

部局名 科・課名（電話番号）
科（課）長名 係　名 職　　員　　名

看護部
　部長：板持さとみ
　次長：前島里子
　次長：芝原啓子

外来看護科
　師長：（芝原啓子） 外来看護係 副師長：原　洋子、濵田亜希子 

平野恵美、藤原祐美、月川麻衣

２階病棟看護科
　師長：森山直美 ２階病棟看護係

副師長：吉岡由美、荒砂恵美子 
春日和代、濱村幾代、林　和美、黒川千尋、荒川あずさ、萬代麻美子、大坂友希江
渡部祐美子、福富智美、川本映子、高橋理恵、藤本麻里、安原久美子、茢田涼子
板垣なおみ、吾郷友紀、松原美結、谷本果歩、渡部沙喜、原知江美

３階東病棟看護科
　師長：松崎八重子 ３階東病棟看護係

副師長：松浦陽子、秦　亜美 
加藤志保、景山みどり、高橋みどり、藤原久美、鬼村由理子、山田美保、加多納文香
丹羽　梓、清水晃子、坂口佳子、尾原彩香、森廣直美、藤原里恵、沢津翔太、藤原華子
八幡垣里奈、若槻広太、杉原ひろみ、友塚春美、藤原寿美子

３階西病棟看護科
　師長：西村広江 ３階西病棟看護係

副師長：野々村純子、深田真季 
佐藤孝子、小林孝子、原めぐみ、金森みち子、熱田麻沙美、安食順子、永瀬真由子
奥実千子、青木裕子、景山礼子、HAQUOCTUYEN、白川由香、齋藤裕介、陶山恵美子
大坂朋子、江角美雪、毛利有希、小川理恵、大菰知里、福間也美、長妻里香、濵村優子
新田莉菜、伊藤一希、佐藤香澄、内部良子、山本順子、松本菊江

４階東病棟看護科
　師長：長妻節美 ４階東病棟看護係 副師長：錦織理恵 

小林孝子、昌司直子、戸谷具美、矢壁智江、齋藤　恵、竹田知華、栗原遥香

４階西病棟看護科
　師長：白石淳子 ４階西病棟看護係

副師長：藤原智恵子、藤原千登勢 
吾郷まゆみ、富田澄子、景山真也、神田　舞、石橋睦美、鶴原悦子、成相真紀子
廣澤朋子、高木　楓、伊藤真弓、原　未紀、石津成美、山﨑彩加、松浦　愛、上原拓矩
髙島沙莉奈、景山美幸、田本育子

４階中央病棟看護科
　師長：毛利真由美 ４階中央病棟看護係

副師長：小川享子 
小林恭子、古川紀子、和久利知恵、為石幸子、松田領子、谷本真弓、植尾美紀子、山崎洋子
西尾幸子、加多納美佐江

手術室看護科
　師長：（前島里子）

手術室看護係
副師長：坪倉　幸 
栗間優子、伊藤一也、中村真由美、茂富良太、須山絵里子、原　真美、石原鮎子、植田結理
杼谷陽一

透析室看護係 副師長：鳥谷美世枝 
佐藤美紀、原　明美、藤原清美

医療技術部
　部長：（佐野啓介）

薬剤科
　科長：後藤真由美 薬剤係 係長：吉野由美子、高木賢一 

本田正宏、上代研吾、渡部晃央

検査技術科
　科長：若槻純子 検査技術係

係長：岩間修平 
田部井恭子、藤原　誠、佐藤悦子、白名ゆり、須山真由美、土江知代、茢田恵美子
山本啓子、落合陽美、森山博之、小野悦盛、高本大輔

放射線技術科
　科長：野口悦現 放射線技術係 係長：小林久和 

田部井邦夫、日野理恵、戸谷倫之、角　保利、日野雅史、小豆澤真奈美

リハビリテーション技術科
　科長：田中美能留

リハビリテーション
技術係

係長：吉岡健太郎、角　紀子 
折坂なみ、八澤伸哉、福田瑠衣、藤原康英、新谷圭司、野津千亜季、長谷川光久
加多納拓也、湯村　司、荒木いずみ、太田祥平、土江綾香、落合大智、稲田奈津実
菅田里咲、熱田翔平、石倉活子、藤原貴司、福島令治、山根　優、内部紗希、小川正紀
磯田真愛、石田健祐、稲田健介、松本詠美子、田邊晃理、佐々田翼

栄養管理科
　科長：佐藤芳正

栄養係 係長：新田多智子 
大島千晶、長谷川英美

調理係 係長：熱田佳久 
宇山隆之、白名幹夫、山根　猛、大島　浩、小林友紀、村上仁史、神田　治
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事務部
　部長：石原　忍
　次長：（石原　忍）

総務課
☎47-7532、47-7533
　課長：小川祐幸

総務係 係長：細木雄二 
新田文雄、須山絹恵、加藤　佑

広報政策係 係長：（小川祐幸） 
勝部琢治

管財係 係長：新田　悟 
岡　淳美

企画財政課
　課長：筒井英二 企画財政係 係長：佐伯邦義 

藤原百香里
総務課病院建設室
☎ 47-7529
　室長：（小川祐幸）

病院建設係 係長：神庭和幸（市からの駐在） 
土江　剛

情報管理課
☎ 47-7502
　課長：景山博司

医事係 係長：妹尾好高
情報係 係長：菊地　亮

地域医療人育成センター
　所長：（森脇義弘）
　副所長：（奥田淳三）
　副所長：（永瀬正樹）
　副所長：（太田龍一）
　副所長：（板持さとみ）

事務局 （細木雄二）、（新田文雄）、（須山絹恵）、（勝部琢治）、（加藤　佑）

健康管理センター
　所長：（西　英明）
　副所長：（永瀬正樹）
　副所長：（太田龍一）

保健推進課
☎47-7510
　課長：渡部初枝

保健係 係長：松浦秋湖 
内田由美子、藤原富夫

地域連携室
☎47-7520
　室長：江角小百合

地域連携係 係長：土江　隆

医療福祉係 副師長：高橋睦子、係長：三島康文 
渡部紗也香、森山早紀

ふれあいセンター
　所長：（大谷　順）

訪問事業課
☎47-7530
　課長：鶴原郁子

訪問看護係 係長：（鶴原郁子） 
佐藤文子、伊藤泰子、影山哲士、藤江亮介、日野雄太

　 ３ 月19日、14時
02分、新本館棟へ
移転引越しの中、木

き

色
いろ

優
ゆ

美
み

さんが愛
あい

翔
と

ちゃん（2,848g）を
ご家族立会いのも
と、無事元気に出産
されました。新しく
なった新本館棟での
出産第一号となりま
した。
　優美さんは、「陣痛は痛かったけど、生まれてきて
くれたときはとても嬉しかった。夫も初めてのことで
不安もたくさんあったけど、みんな一緒になって頑張
り、多くの方々にサポートしてもらい、無事にお産が
できました。この経験を一生忘れません」と話してお
られました。
　優美さんと愛翔ちゃんは親子２人とも当院の春

かす
日
が

和
かず

代
よ

助産師が取り上げました。春日助産師は「二代にわ
たりお産に立会い取り上げさせてもらい、このご縁に
感謝の気持ちでいっぱいです。ご夫婦の仲も良く、愛
情深い姿に感動しました」と話していました。

　また、翌３月20日、７時10
分に、土

つち
屋
や

朋
とも

子
こ

さんも奏
かな

汰
た

ちゃ
ん（2,930g）をご家族立会い
のもと、無事元気に出産されま
した。朋子さんは、「みんなの
励ましがあって頑張ってお産を
することができました。無事に
生まれてきて良かったです」と
話しておられました。

　リニューアルした分娩室で無事お産のお手伝いをす
ることができました。退院される前に当院の大

おお
谷
たに

 順
じゅん

院長より記念品を贈呈させていただきました。
　 当 院 の 助 産 師
は、地域医療日本
一 を め ざ す た め
に、一人ひとりに
寄り添い、きめ細
やかなサポートを
心がけ、安全・安
心な体制でお産が
できるよう頑張っ
ています。

新病院、お産第一号

二人に記念品を贈呈

愛翔ちゃんとご
両親、おば

あちゃん、春
日助産師

土屋夫妻
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６月で満１歳（平成29年６月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで５月７日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

宗
そ う し

士ちゃん（木次町山方）
平成 29年５月 13日生まれ
１歳おめでとう
そうちゃんの笑顔が我が家の太陽
元気いっぱいすくすく育ってね

立た
て
い
し石
哲て
つ
や也
さ
ん
・
詩し
お
り織
さ
ん
の
お
子
さ
ん

茉
ま な り

也ちゃん（加茂町加茂中）
平成 29年５月６日生まれ
お誕生日おめでとう
パパとママにしてくれてありがとう
元気にすくすく育ってね

坂さ
か
も
と本
淳じ
ゅ
ん
や也
さ
ん
・
春は
る
な菜
さ
ん
の
お
子
さ
ん

絢
あ や と

仁ちゃん（掛合町多根）
平成 29年５月 20日生まれ
お誕生日おめでとう
その笑顔にみんなが癒されてます
これからもよろしくね

宮み
や
ざ
き崎
敬け
い
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん
・
寧や
す
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

凌
りょうへい

平ちゃん（大東町田中）
平成 29年５月 22日生まれ
１歳おめでとう  たくましい第４子
りょうちゃんの笑顔はみんなが大好き
だよ  姉兄たちと仲良くね

狩か
り
の野

　徹と
お
るさ
ん
・
美み

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

希
ま お

鳳ちゃん（掛合町掛合）
平成 29年５月６日生まれ
いっぱい遊んで、いっぱい笑って
元気に大きくなーれ
誕生日おめでとう

若わ
か
ば
や
し林
巧こ
う
き貴
さ
ん
・
千ち

ゆ

き
由
紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

芽
め い

生ちゃん（木次町里方）
平成 29年５月６日生まれ
わが家のやんちゃ娘
お兄ちゃんお姉ちゃんと仲良くね
祝１歳

坪つ
ぼ
く
ら倉
孝た
か
し之
さ
ん
・
ま
り
絵え

さ
ん
の
お
子
さ
ん

正
しょういちろう

一郎ちゃん（大東町上佐世）
平成 29年５月 11日生まれ
１歳おめでとう  遊びとご飯が大好き
なしょうちゃん  みんなしょうちゃんが
大好きだよ  元気に大きくなってね

田た
な
か中
裕ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん
・
奈な

お

こ
緒
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 詩
うた

ちゃん（大東町飯田）
平成 29年５月４日生まれ
かわいいかわいいうたちゃん
これからもニコニコ笑顔で明るく
優しい子に育ってね

松ま
つ
し
ま島
秀ひ
で
と人
さ
ん
・
京き
ょ
う
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

５月で

満　歳

わが家の

お
め
で
と
う
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 藍
あい

ちゃん（木次町湯村）
平成 29年５月 28日生まれ
あいちゃん 1歳おめでとう
これから色んなことをたくさん経験
して、元気に大きくなってね

江え
す
み角
雄ゆ
う
い
ち一
さ
ん
・
美み
ゆ
き雪
さ
ん
の
お
子
さ
ん

航
こうへい

平ちゃん（大東町幡屋）
平成 29年５月 29日生まれ
我が家の４番目
兄姉とともにたくましく育ってね

内う
ち
だ田
弘ひ
ろ
ゆ
き幸
さ
ん
・
絵え

り

こ
里
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 樹
いつき

ちゃん（加茂町加茂中）
平成 29年５月 23日生まれ
癒し系のいっちゃん
お姉ちゃん 2人のパワーに負けずに
元気に大きくなってね

長は
せ
が
わ
谷
川
裕ゆ
う
や也
さ
ん
・
沙さ

き希
さ
ん
の
お
子
さ
ん

雲
南
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
　

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　「
家
事
や
お
茶
汲
み
は
女
性
の
仕
事
？
」、「
地
域
の
役
員
は
男
性
が
向

い
て
る
？
」
な
ど
、
身
近
な
こ
と
を
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
見
て
み
る

と
「
あ
れ
？
」
と
感
じ
る
こ
と
は
き
っ
と
あ
る
は
ず
。

　
雲
南
市
で
の
男
女
共
同
参
画
の
力
強
い
推
進
者
〝
島
根
県
男
女
共
同
参

画
サ
ポ
ー
タ
ー
〟
が
、
そ
ん
な
思
い
を
川
柳
に
乗
せ
て
お
届
け
し
ま
す
。

�

　
　
　
　
※
と
き
ど
き
出
雲
弁
あ
り

な
し
て
か
ね

　い
っ
つ
も
私
が

　風
呂
さ
い
ご
　（キ
リ
ン
）

ゴ
ミ
捨
て
が

　俺
の
家
事
だ
と

　勘
違
い
　（ケ
ロ
ち
ゃ
ん
）

妻
ダ
ウ
ン

　オ
レ
の
夕
飯

　ど
げ
す
ー
だ
あ
？
（
ト
マ
ト
）

天
の
声

　あ
ん
た
は
寝
て
な

　お
れ
が
す
る
　（う
さ
ぎ
）

「
嫁
」
と
は

　家
に
入
る

　女
な
り
　（マ
ル
）

息
子
よ
り

　娘
が
も
ら
う

　チ
ョ
コ
多
し
　（し
ー
ち
ゃ
ん
）

せ
め
て
時
々
は
「
先
に
入
る
だ
わ
」
と
言
っ
て
も
ら
う
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
「
俺
の
家
事
」
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
た
し
い
と
き
こ
そ
い
た
し
く
な
い
あ
な
た
が
頑
張
っ
て
く
れ
る
と
助
か
る
！

優
し
い
言
葉
は
「
天
の
声
」
に
聞
こ
え
る
。
思
い
や
り
大
事
で
す
。

「
嫁
」
と
い
う
字
は
そ
ん
な
意
味
合
い
に
取
れ
ま
す
ね
。「
男
だ
か
ら
」、「
女
だ

か
ら
」
で
は
な
く
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
尊
重
し
合
え
る
関
係
が
大
事
で
す
。

「
義
理
チ
ョ
コ
」
よ
り
「
友
チ
ョ
コ
」。
最
近
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
事
情
を
表
し
て

い
ま
す
。

家
庭
編
　そ
の
①

　
　交
流
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ

い
つ
も
私
た
ち
の
こ
と
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
。�

　
　吉
田
小
児
童
よ
り

　

　
　お
か
あ
さ
ん
へ

お
か
あ
さ
ん
、
い
つ
も
お
し
ご
と
が
た
い
へ
ん
な

の
に
お
ふ
ろ
を
た
め
た
り
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。�

　娘
よ
り

　

　
　図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
へ

図
書
室
の
本
の
整
と
ん
や
木
曜
日
の
読
み
か
た
り

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

　
　
　
　
　吉
田
小
児
童
よ
り

　

　
　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

い
つ
も
お
い
し
い
り
ょ
う
り
を
作
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
の

い
い
お
か
ず
を
作
っ
て
く
れ
た
ね
。

　
　孫
へ

ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
喜
ん
で
く
れ
て
と
っ
て
も

作
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
強
し
て

少
し
で
も
良
い
も
の
を
作
る
ね
！

　
　お
ね
え
ち
ゃ
ん
へ

い
つ
も
、
や
さ
し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

き
ょ
う
だ
い
だ
け
ど
な
か
よ
く
こ
れ
か
ら
も
し
よ

う
ね
。

　
　い
も
う
と
へ

こ
わ
い
お
ね
え
ち
ゃ
ん
な
の
に
、
や
さ
し
い
っ
て

言
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
な

か
よ
く
し
て
ね
。
だ
い
す
き
だ
よ
。

　
　先
生
へ

い
つ
も
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
お
し
え
て
く
だ
さ
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　Ａ
さ
ん
へ

新
し
い
こ
と
を
知
っ
た
り
難
し
い
問
題
を
と
い
た

り
で
き
る
と
楽
し
い
ね
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と

一
緒
に
勉
強
を
楽
し
も
う
。
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地
域
や
組
織
ぐ
る
み
の
運
動
の
取
り
組

み
と
言
え
ば
、「
体
育
の
日
」
や
季
節
行

事
と
し
て
の
運
動
会
、
夏
の
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
他
に
も
、
私
た
ち
に
身
近
な
取
り
組
み

と
し
て
、
実
は
世
界
規
模
で
行
わ
れ
て
い

る
運
動
普
及
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
５
月
30
日

（
水
）。
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、

半
年
に
一
度
、
月
に
一
度
、
そ
し
て
毎
日

の
運
動
実
践
へ
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
づ

く
り
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
前
号
で
紹
介

し
た
と
お
り
、
運
動
普
及
の
効
果
は
取
り

組
み
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
で
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
長
年
に
渡
り
取
り
組
ま
れ
て
き
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
。
地
域
全
体
の
健
康
に
も
つ

な
が
る
大
切
な
取
り
組
み
と
言
え
ま
す
。

今
年
も
地
域
を
挙
げ
て
広
く
楽
し
く
運
動

す
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

ナ
ダ
で
始
ま
り
、
今
で
は
世
界
中
の
自
治

体
が
参
加
す
る
世
界
規
模
の
取
り
組
み
に

発
展
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
が
初
め
て
参
加
し
た
の
は
１
９
９

３
年
で
し
た
が
、
そ
の
年
に
唯
一
参
加
し

た
自
治
体
が
旧
加
茂
町
で
し
た
。
当
時
の

対
戦
相
手
は
ド
イ
ツ
の
ノ
ル
デ
ン
ハ
ム
と

い
う
町
で
し
た
が
、
旧
加
茂
町
は
72
％
の

運
動
実
施
率
で
見
事
に
勝
利
し
て
い
ま

す
。
合
併
し
て
雲
南
市
に
な
っ
て
か
ら
も

現
在
ま
で
連
続
出
場
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　安心して子育てできる環境をめざして、健康
推進課内に雲南市母子健康包括支援センター
『だっこ♪』を開設し、妊娠・出産・子育て期
に至るまでの切れ目ない支援を行います。

　
毎
年
５
月
の
最
終
週
に
、
全
国
各
地
で

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る

日
が
あ
り
ま
す
。
一
日
の
間
で
15
分
以
上

継
続
し
て
運
動
を
行
っ
た
住
民
の
割
合

を
、
他
の
自
治
体
と
競
い
合
う
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
」
で
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
１
９
８
３
年
に
カ

　 母子健康包括支援センターの役割
　妊娠出産に関することや子育てに関するいろいろな不安や悩み、困りごとに、
保健師、母子保健コーディネーター、栄養士、歯科衛生士等が、個別に相談に応
じます。

　必要に応じて、医療機関や子育て機関等と
一緒に皆さんの子育てを支援しますので、ど
んなことでもお気軽に相談ください。

〈母子健康包括支援センター『だっこ♪』〉
 窓　　口 　健康推進課内（市役所１階）
 電　　話 　０８５４－４０－１０４５（平日　８時３０分～１７時１５分）
 Ｅメール 　kenkousuishin@city.unnan.shimane.jp

こんにちは、

です。

153

保健師保健師保健師保健師

雲南市母子健康包括支援センター
『だっこ♪』 開設

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

129

地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
る
運
動

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
か
ら

　
　
　
毎
日
の
健
康
づ
く
り
へ
！

世
界
で
対
決
⁉
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

子育てに関するさまざまな悩み

妊娠前 妊娠期 出産 産後 子育て

秘密は

守ります

雲南市母子健康包括支援センター　
イメージキャラクター

▲

©茂富 楓
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　雲南市に住む外国人について紹
介したいと思います。
　雲南市には220人以上の外国人
が住んでおり、海外にルーツがあ
る人を含めると、その人数はさら

に増えます。よく見かけるのは、国際交流員の僕や
学校で英語を教える英語圏の先生で、その人数は
15人です。つまり、就職や国際結婚など、先生で
はない形で住んでいる外国人が多いということで
す。
　外国から日本に来て、困難なことがたくさんあり
ます。日本語がまだうまく話せなかったり、話せた
としても漢字が読めなかったりします。また、職場で
まだ日本文化を知らないため、日本人からは変なこ
と言ったり、行動をとったり。しかし、それは本人に

とって宗教的に大事なことという場合もあります。こ
のようなことで差別を受けてしまう人もいます。
　そんな問題を解消しようと雲南国際文化交流協会
が活動しています。相談窓口、必要な書類の多言語
化、地域で異文化理解講座の開催、多文化共生推進、
さまざまなことに取り組んでいます。また、新しい
取り組みとして、海外料理の統一給食という楽しい
ことも計画しています。僕もいろいろな形で協力、
活動しています。
　市民の皆さんのおかげで、雲南市は外国人にとっ
ても暮らしやすいまちと言えます。でも、まだまだ
改善できることがありますので、誰もが暮らしやす
いまちを
ともに築
いていき
ましょう！

かみくの秘密基地計画！～日本中から子どもたちが集まるツリーハウス～
　幸雲南塾第４期塾生　小

こ
林
ばやし
　彩

あや
です。３月まで久野地

区振興会で、地域づくり応援隊として勤務していました。
　大東町久野地区にある「かみくの桃源郷」は、キャンプ場・
コテージ・お食事処の利用、清流長谷川での水遊びなどで夏
場は多くのお客さんでにぎわいます。 
　夏場に限らず多くの人に桃源郷を訪れていただき、特に子
どもたちに四季折々の森や山を体感してほしいとの思いか
ら、桃源郷にある大きな古いクリの木にツリーハウスを創る
プロジェクトを考えました。
　ツリーハウス作製に係る資金は、プロジェクトを掲げて支
援金を募る「クラウドファンディング」を利用し、市内外か
らたくさんの支援をいただきました。
　そのおかげで、昨年４月ツリーハウスを完成させることが
できました。作製の途中ワークショップを交え、地元や市内

外の多くの方々にも作製に参加していただきました。材料の
ほとんどは桃源郷に隣接する山で伐採した木や、市のバイオ
マス事業の一環で市民の皆さんが伐採・搬入した木です。
　完成してからは、久野の小学生たちに夢のツリーハウスを
考えてもらい、それを次々と実現する「夢のなる木プロジェ
クト」を、雲南市にゆかりのある建築家の方々と一緒に１年
間進めてきました。
　「夢のなる木プロジェクト」でカタチにした、子どもたち
の夢のお披露目にあわせ、自然体験ができるイベントも開催
します。
　ぜひこの機会に、子どもたちのワクワクがたくさん詰まっ
た“ツリーハウス”で一緒に遊びませんか？

初夏の森フェスタ
と　き　5月27日(日)
　　　　10:00～15:00
ところ　かみくの桃源郷
　　　　　（大東町上久野）

うん、なんでしょ
う国際交流員（CIR）の迷言コーナーHello Everyone

こんにちは、ダニエルです。

ツリーハウス

※この事業は、全国モーター
ボート競走施行者協議会か
らの拠出金を受けて実施す
るものです。

雲南市内の チャレンジを応援してください!!



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

寄
附
金

伊い

藤と
う

　
一か
ず

巳み

さ
ん（
吉
　

田
　

町
）

大
東
番
茶

大
東
町
茶
生
産
者
組
合

米
藤ふ
じ
は
ら原

　
　
陽よ
う

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

ふ
る
さ
と
納
税

小こ
ば
や
し林

　
栄ひ
で

章あ
き

さ
ん（
広  

島  

市
）

清き
よ
は
ら原

　
勇ゆ
う

記き

さ
ん（
大  

阪  

市
）

山や
ま

根ね

香か

菜な

こ子
さ
ん（
東
京
都
墨
田
区
）

堀ほ
り
か
わ川

　
真ま
さ

嗣し

さ
ん（
東
京
都
大
田
区
）

吉よ
し

木ぎ

　
　
節
た
か
し
さ
ん（
千
葉
県
松
戸
市
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

株
式
会
社
ベ
ル
テ
ク
ノ（
名
古
屋
市
）

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-
１
０
３
１

　
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
は
、
受
給
者
や
児
童
の

支
給
要
件
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
対
象
と
な
る
ご
家

庭
に
は
５
月
末
に
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

　
６
月
29
日
㈮
必
着

　
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
場

合
、
６
月
以
降
分
の
児
童
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

ま
た
は
市
民
生
活
課

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
法
律
等
に
関
す
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
女
性
を
対
象
に
、
女
性
弁

護
士
に
よ
る
無
料
弁
護
士
相
談
を

年
３
回
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
希
望
の
方
は
、
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

【
第
１
回
目
】

　
５
月
16
日
㈬

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

【
第
２
回
目
】

　
８
月
２
日
㈭

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

【
第
３
回
目
】

　
11
月
30
日
㈮

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
擁
護
法
が
施
行

さ
れ
た
日（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）

を
記
念
し
て
、
６
月
１
日
を
「
人

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

児
童
手
当
現
況
届

女
性
弁
護
士
相
談

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
高た
か
は
し橋

　
重し
げ

夫お

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

◎�

雲
南
市
尾
原
ダ
ム
周
辺
記
念
植
樹

廣ひ
ろ

野の

　
節せ
つ

子こ

さ
ん
（
木
次
町
）

木
次
町
昭
和
24
年
己
つ
ち
の
と
う
し
丑
年
会

「
古
稀
を
祝
う
会
」

金か
な
や
ま山

　
千ち

紘ひ
ろ

さ
ん
（
木
次
町
）

仁
多
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
全

国
的
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

す
る
な
ど
、
人
権
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
に
合
わ
せ

て
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談

所
の
開
設
を
し
ま
す
。

【
開
設
日
】
６
月
１
日
㈮

◦
大
東
町

【
時
間
】
10
時
か
ら
13
時
ま
で

【
場
所
】
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

◦
加
茂
町

【
時
間
】
９
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー

◦
木
次
町

【
時
間
】
13
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】
木
次
総
合
セ
ン
タ
ー

◦
三
刀
屋
町

【
時
間
】
９
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

◦
吉
田
町

【
時
間
】
10
時
か
ら
13
時
ま
で

【
場
所
】吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦
掛
合
町

【
時
間
】
９
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】掛
合
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー

 

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
ご

と
や
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

広 告 枠
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私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
笑
顔
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
う
ん
な

ん
」
を
開
設
し
ま
す
。
認
知
症
に

つ
い
て
知
り
た
い
方
、
認
知
症
の

進
行
を
予
防
し
た
い
方
、
認
知
症

に
つ
い
て
話
し
た
い
方
な
ど
、
気

軽
に
集
い
、
話
し
が
で
き
る
場
所

で
す
。
時
間
内
は
出
入
り
自
由
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
不
明
な
点
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
内
容
】

・
カ
フ
ェ
タ
イ
ム

・
ミ
ニ
講
座
（
20
分
程
度
）

　
家
庭
の
介
護
、
脳
ト
レ
、
健
康

づ
く
り
、
体
操
等

・
個
別
相
談

【
開
催
日
時
】

　
毎
月
第
３
木
曜
日
（
祝
祭
日
と

重
な
る
場
合
は
変
更
し
ま
す
。）

　
10
時
か
ら
11
時
45
分
ま
で

【
会
場
】

　
30
ペ
ー
ジ
の
健
診
・
教
室
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
】

　
１
回
３
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

※ 

行
事
内
容
に
よ
っ
て
は
自
己
負

建
設
工
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
３

　
受
託
業
者
の
除
雪
機
械
が
入
ら

な
い
狭
隘
な
市
道
お
よ
び
歩
道
に

つ
い
て
、
地
元
の
方
で
除
雪
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

【
除
雪
内
容
・
除
雪
作
業
の
例
】

◦ 

交
流
セ
ン
タ
ー
貸
出
機
械
（
小

型
除
雪
機
）
で
除
雪
を
行
う
。

◦ 

自
前
の
機
械（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
）

で
除
雪
を
行
う
。

◦ 

市
か
ら
の
貸
与
機
械
で
除
雪
作

業
を
行
う
。

【
そ
の
他
】

　
市
の
規
定
に
よ
り
、
作
業
報
償

金
を
支
払
い
ま
す
。
保
険
に
つ
い

て
は
、
市
で
加
入
し
ま
す
。

　
実
施
要
領
等
、
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
限
】
５
月
31
日
㈭

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

う
ん
な
ん

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

担
が
あ
り
ま
す
。

固定資産の評価替え

　平成30年度は、３年に一度の固定資産の評価替えの年にあたり、市内の土地と家屋について評価の見
直しをしました。
　概要は次のとおりです

問い合わせ先　税務課　☎ 0854 － 40－ 1034

土
　地

宅　地
（宅地並み雑種地を含む）

国が示した平成30年度固定資産評価基準に基づき、地価公示価格、
県地価調査価格および市が実施した不動産鑑定士による標準宅地の鑑
定評価の 7 割を目途に価格を決定しました。 

田・畑・山林 農林業を取り巻く状況等を勘案し、価格は据え置きました。 

家
　屋

新・増築家屋 国が示した平成30年度評価基準に基づき評価しました。 

在来家屋 国が示した再建築費評点補正率（木造 1.05、非木造 1.06）と、経年
減点補正率で再計算し、評価しました。

※ 5 月中旬に納税通知書・課税明細書を送付しますので、内容を確認ください。

広 告 枠

21 市報うんなん



林
業
畜
産
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
０

　
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣

に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
防

護
柵
等
を
購
入
・
設
置
さ
れ
る
場

合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
市
内
で
農
作
物
の
栽
培
・
収
穫

を
行
う
方

【
補
助
対
象
物
】

　
今
年
度
購
入
予
定
の
電
気
牧

柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
防
鳥

ネ
ッ
ト

【
補
助
率
等
】

・
資
材
購
入
費
の
40
％
以
内

・
事
業
費
２
万
円
未
満
は
対
象
外

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
が
け
地
お
よ
び
地
す
べ
り
等
で

住
宅
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、

建
築
住
宅
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
危
険
住
宅
の
除
却
お
よ
び
新
た

に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入
含
む
）

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

・ 

勾
配
が
30
度
以
上
で
、
高
さ
が

２
㍍
を
超
え
る
が
け
に
近
接
し

て
い
る
住
宅
（
図
参
照
）

・ 

が
け
付
近
の
建
築
物
を
制
限
す

る
条
例
制
定
日
（
昭
和
35
年
10

環
境
政
策
課

☎
０
８
５
４-
40-
１
０
３
３

　
竹
炭
を
利
用
し
て
製
造
さ
れ
た

炭
蓄
電
器
「
Ｔ
た

ん

で

ん

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
に

よ
る
可
搬
式
屋
外
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

「
く
え
び
こ
」
６
台
を
市
内
の
各

総
合
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
設
置
し

ま
し
た
。

　「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
は
、
キ
ャ

パ
シ
タ
と
い
う
物
理
的
特
性
か
ら

農
作
物
獣
被
害
防
止

対
策
事
業
補
助
金

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

519月 日

食 育 日の
毎月１９日は

健康づくり政策課 ☎0854-40-1040

【
事
業
費
上
限
額
】

・
個
人 

10
万
円

・
共
同
２
戸
以
上
・
法
人
30
万
円

・
ク
マ
対
策
用
の
電
柵 

 

50
万
円

【
そ
の
他
】

・ 

既
設
の
防
護
柵
を
更
新
さ
れ
る

場
合
は
不
可

・ 

今
年
度
に
事
業
を
実
施
さ
れ
る

も
の
に
限
る

・ 

申
請
書
は
購
入
前
に
提
出
す
る

こ
と

【
提
出
書
類
】

　
申
請
書
・
位
置
図
・
見
積
書

【
申
込
締
切
】　

　
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

高さ×1.5 

30°以上 
高さが
２ｍを
超える
もの 

禁止 
高さ×1.5 月

４
日
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅

※ 

た
だ
し
、
条
例
制
定
後
に
増
築

さ
れ
た
住
宅
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　
来
年
度
（
平
成
31
年
度
）
に
本

制
度
を
活
用
し
て
移
転
を
お
考
え

の
方
は
、
11
月
30
日
ま
で
に
連
絡

く
だ
さ
い
。可

搬
式
屋
外
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明「
く
え
び
こ
」を

設
置
し
ま
し
た

劣
化
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
半
永
久

的
に
繰
り
返
し
て
使
用
で
き
る
ほ

か
、
原
料
の
竹
炭
に
混
ぜ
ら
れ
て

い
る
電
解
液
を
中
和
す
れ
ば
炭
肥

料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
ど
の
高
い
安
全
性
が
あ
る
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
中
山
間
地
域
の
未
利
用

竹
木
の
活
用
に
よ
る
里
山
保
全

や
、
地
域
に
新
し
い
産
業
の
発
生

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備

え
る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、必
要
な
書
類
等（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
５
月
７
日
㈪
か
ら
５
月
14
日
㈪

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
５
月
１
日
㈫
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集

◆�

公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
グ

ラ
ン
デ
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
等
）
空

家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。
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商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
無
期
転

換
ル
ー
ル
」
に
関
す
る
相
談
に
対

応
す
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
無
期
転

換
ル
ー
ル
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
☎
０
５
７
０-

０
６
９
２
７
６

【
受
付
時
間
】

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
８
５
２-

31-

１
１
６
１

無
期
転
換
ル
ー
ル

緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
開
設

地
域
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
や

北
東
ア
ジ
ア
地
域
等
の
青
年
た
ち

と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
相
互

理
解
を
深
め
、
国
際
的
視
野
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
外
国
青
年
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

【
期
間
】

　
８
月
３
日
㈮
か
ら
８
日
㈬
ま
で

（
３
泊
程
度
の
宿
泊
あ
り
）

【
対
象
】

　
18
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
島
根
県

在
住
者
、
島
根
県
出
身
者

【
参
加
費
用
】

　
無
料
。
集
合
場
所（
松
江
市
内
）

ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

31-

５
０
５
６

参
加
青
年
募
集
！

北
東
ア
ジ
ア
交
流

の
翼
㏌
し
ま
ね

◎固定資産税（第１期）
◎軽自動車税

　納期限は５月31日（木）です。

～家庭でできる３キリ運動～

家庭で一番身近なごみの減量化。実は、ちょっとしたことで可能です。
平成26年度農林水産省の行った食品ロス統計調査では、１人１日40ｇ程度
のまだ食べられる食材が廃棄されていることが分かりました。
そこで、家庭でできる生ごみの減量化作戦 !!  その名は「生ごみ３キリ運動」

食材を使いキリ

料理を食べキリ

生ごみの水キリ

問い合わせ先　環境政策課　☎ 0854－40－1033

生ごみの
減量化！

その１：買い物前に冷蔵庫の中身をチェックし、必要な分だけ買いましょう。
その２：野菜の皮なども工夫して調理し、食材を使い切りましょう。
その３：食材の切り方を工夫し、捨てる部分を少なくしましょう。

その１：食べきれる量を考えて調理しましょう。
その２：好き嫌いせず、残さず食べましょう。
その３：あまった料理はリメイクして食べ切りましょう。

その１：食材を洗う前に皮をむき、捨てる皮はぬらさないようにしましょう。
その２：水切りネットを活用し、水切りをしましょう。

生ゴミを
　へらそう！

ぎ
ゅ
っ
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人
事
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
２
１

　
市
で
は
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
一
環
と
し
て
、
事
務
室
等
の

適
温
化
を
推
進
し
ま
す
。
５
月
１

日
㈫
か
ら
10
月
31
日
㈬
ま
で
、
職

員
は
執
務
に
あ
た
っ
て
ネ
ク
タ

イ
、
上
着
を
着
用
し
な
い
軽
装
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
4
１

清
掃
・
調
理
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習

　
清
掃
・
調
理
の
技
術
を
学
ん
で

仕
事
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

雲
南
簡
易
裁
判
所

☎
０
８
５
４-

42-

０
２
７
５

　
裁
判
所
で
は
、
毎
年
５
月
３
日

の
憲
法
記
念
日
を
含
む
５
月
１
日

「
夏
季
エ
コ
ス
タ

イ
ル
運
動
」実
施

シ
ニ
ア
の
た
め
の

技
能
講
習

無
料
法
律
相
談
所

開
設

女性相談窓口の紹介
　雲南市男女共同参画センターをはじめ次の機関では、女性を対象とした相談を実施しています。
　相談は無料で秘密は厳守されますので、お気軽に利用ください。
�相談内容例� 夫婦のこと、家庭のこと、職場のこと、ＤＶやデートＤＶなどで悩みがあるときなど…

機　関　名 相談方法 相　談　時　間 連　絡　先
雲南市男女共同参画センター

（雲南市木次町新市３）
面　接
電　話

8:30 ～ 17:00
（土・日・祝日・年末年始を除く）

☎ 0854-42-3838
（女性相談専用ダイヤル）

出雲児童相談所
（出雲市小山町 70）

面　接
電　話

8:30 ～ 17:00
（土・日・祝日・年末年始を除く） ☎ 0853-21-8789

島根県女性相談センター
（松江市北田町 48-1）

面　接 8:30 ～ 17:00
（土・日・祝日・年末年始を除く） ☎ 0852-25-8071

電　話 8:30 ～ 17:00（土日も可）
（祝日・年末年始を除く）

しまね性暴力被害者支援センター
さひめ

電　話 毎週火・木・土の 18:00 ～ 22:00 ☎ 0852-28-0889

メール 随　時
（すぐに返信できない場合あり）

http://sahime.
onnanokonotameno-er.com/

性暴力被害者支援センター
たんぽぽ

（島根県女性相談センター内）
電　話 8:30 ～ 17:00

（土・日・祝日・年末年始を除く）
☎ 0852-25-3010
（相談専用ダイヤル）

問い合わせ先　男女共同参画センター　☎ 0854－42－1767

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

社会教育課　☎0854-40-1073

月5 20月5 20 日日

毎月第３
日曜日は
毎月第３
日曜日は

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
憲
法

週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
憲
法
週
間
行
事
と
し

て
、
松
江
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、

松
江
地
方
検
察
庁
お
よ
び
島
根
県

弁
護
士
会
の
共
催
で
、
弁
護
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

【
日
時
】

　
５
月
23
日
㈬

　
10
時
か
ら
正
午
ま
で
、
13
時
か

ら
15
時
ま
で

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
簡
易
裁
判
所

　
☎
０
８
５
４-
42-
０
２
７
５

【
場
所
】

　
雲
南
簡
易
裁
判
所

【
相
談
内
容
】

　
土
地
、
建
物
、
金
銭
の
賃
借
、

交
通
事
故
、
夫
婦
親
子
、
相
続
お

よ
び
少
年
非
行
等
の
問
題

【
担
当
者
】

　
島
根
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
３
人

　
６
月
18
日
㈪
か
ら
22
日
㈮
ま
で

の
５
日
間

　
10
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】

　
八
川
公
民
館
（
奥
出
雲
町
）

【
対
象
者
】

　
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
の
就
業
を
希
望
さ
れ
る
60

歳
以
上
の
方

【
内
容
】

　
主
に
介
護
施
設
や
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
の
仕
事
に
関
心

の
あ
る
方
に
、
調
理
補
助
や
清
掃

業
務
従
事
者
と
し
て
働
く
き
っ
か

け
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の

で
す
。
マ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
習

を
交
え
な
が
ら
、
期
待
さ
れ
る
基

本
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
受
講
料
】
無
料

【
募
集
定
員
】
12
人

【
申
込
期
限
】
６
月
４
日
㈪

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
８
５
４-
42-
３
６
４
２
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自
衛
官
等
募
集

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

～
働
く
こ
と
の
意
識
を
も
つ
～

　
こ
の
研
修
で
は
、
一
般
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
知
識
理
解
を
深

め
る
だ
け
で
な
く
、
な
り
た
い
自

分
に
足
り
な
い
も
の
を
認
識
し
、

目
標
の
再
認
識
を
す
る
こ
と
の
で

き
る
研
修
で
す
。
ぜ
ひ
活
用
く
だ

さ
い
。

松
江
会
場

【
日
時
】
６
月
26
日
㈫

　
９
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】
松
江
合
同
庁
舎

出
雲
会
場

【
日
時
】
６
月
27
日
㈬

　
９
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】
東
部
高
等
技
術
校

◆
　
　
　
◆

【
受
講
料
】
１
２
０
０
円

【
申
込
締
切
】
６
月
15
日
㈮

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
立
東
部
高
等
技
術
校

　
☎
０
８
５
３-

28-

２
７
３
４

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
肺
炎
の
原
因
の
４
分
の
１
が
肺

炎
球
菌
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
肺
炎
だ
け
で
な
く
、
慢
性
気

道
感
染
症
、
中
耳
炎
、
副
鼻
腔
炎
、

髄
膜
炎
等
の
重
い
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
が
必

要
で
す
。

　
市
は
接
種
対
象
者
に
対
し
て
、

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
接

種
対
象
者
は
毎
年
変
わ
り
、
１
人

に
つ
き
１
回
し
か
助
成
さ
れ
ま
せ

ん
。
今
年
度
対
象
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※�

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

【
接
種
対
象
者
】

　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
⑴

ま
た
は
⑵
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方

※�

た
だ
し
、�

こ
れ
ま
で
に
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ

ク
ス
Ｎエ
ヌ
ピ
ーＰ
）
を
接
種
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
定
期
接
種
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑴�

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
）
節
目
年
齢
該
当
者

⑵�

60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、

春
期
新
入
社
員

合
同
研
修

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

が
い
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
が
あ
る
方

【
接
種
回
数
】

　
１
回
（
公
費
接
種
は
１
人
１
回

限
り
）

【
接
種
方
法
】

　
医
療
機
関
に
直
接
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

【
接
種
で
き
る
医
療
機
関
】

　
平
成
30
年
度
成
人
健
診
の
し
お

り
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
金
】

　
３
千
円
（
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
は
無
料
）

【
持
参
す
る
も
の
】

　
健
康
保
険
証
、
自
己
負
担
金
　
　

※�

予
診
票
は
医
療
機
関
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

【
接
種
後
の
注
意
点
】

※�

接
種
後
に
渡
さ
れ
る
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証

（
紫
色
）
は
大
切
に
保
管
し
、

接
種
履
歴
を
管
理
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
は
５
年

以
上
継
続
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
５
年
以
内
に
再
接
種
さ
れ

る
と
副
反
応
の
頻
度
が
高
く
、  

症
状
が
強
く
で
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
任
意
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
接
種
間
隔
に

つ
い
て
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
が
市
外

に
あ
る
等
、
市
外
で
の
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
健
康
づ

く
り
政
策
課
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
２-
21-

０
０
１
５

一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・

航
空
自
衛
隊
）

　
部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹
を
育
成

す
る
コ
ー
ス
。
陸
・
海
・
空
の
各

部
隊
で
経
験
を
積
み
、
入
隊
後
２

年
９
ヵ
月
以
降
、
選
考
に
よ
り
曹

へ
と
昇
任
し
ま
す
。
３
曹
昇
任
後

４
年
で
幹
部
へ
の
受
験
資
格
が
で

き
ま
す
。

【
募
集
種
目
】
男
性
・
女
性
　
一

般
曹
候
補
生

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方

【
応
募
期
間
】
３
月
１
日
㈭
か
ら

５
月
１
日
㈫
ま
で

【
試
験
期
日
】
５
月
26
日
㈯

【
試
験
会
場
】
陸
上
自
衛
隊
出
雲

駐
屯
地
　

【
試
験
科
目
】
筆
記
試
験
（
国
語
・

数
学
・
社
会
・
作
文
）・
口
述
試
験
・

適
性
検
査
・
身
体
検
査

【
採
用
予
定
日
】
採
用
予
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・

航
空
自
衛
隊
）

　
採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
自

衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
３
ヵ
月
間

（1）平成30年度（平成30年４月１日～平成31年３月31日）節目年齢該当者
対象者 生年月日

65歳となる方 昭和2８年４月２日 ～ 昭和2９年４月１日生まれ
70歳となる方 昭和2３年４月２日 ～ 昭和2４年４月１日生まれ
75歳となる方 昭和1８年４月２日 ～ 昭和1９年４月１日生まれ
80歳となる方 昭和1３年４月２日 ～ 昭和1４年４月１日生まれ
85歳となる方 昭和８年４月２日 ～ 昭和９年４月１日生まれ
90歳となる方 昭和３年４月２日 ～ 昭和４年４月１日生まれ
95歳となる方 大正1２年４月２日 ～ 大正1３年４月１日生まれ

100歳となる方 大正７年４月２日 ～ 大正８年４月１日生まれ
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「第5回道の駅グルメライドin中国山地」参加者募集

　広島県三次市・庄原市、島根県奥出雲町・雲南市・飯南町の２県５市町にまたがる、全長約 124㎞のアッ
プダウンのあるコース。コース内にある 6 つの道の駅をサイクリングで巡りながら、中国山地の雄大なコー
スとグルメでお楽しみください。
　次のとおり、参加の申し込みが「スポーツエントリー」で始まりましたのでお知らせします。

【日　　時】９月23日（日・祝）7:30～17:30（受付 6:00～7:00）
【参 加 費】6,000 円
【申込方法】インターネット受付　スポーツエントリー
　　　　　　　https://www.sportsentry.ne.jp/event/t/74391 
【申込締切】8 月 31 日（金）
【電話受付】0570-550-846（平日 10:00 ～ 17:30）
【主　　催】「第 5 回道の駅グルメライド in 中国山地」実行委員会

（三次市・庄原市・奥出雲町・雲南市・飯南町・つじのバイシクルクラブ）
【事 務 局】三次市建設部土木課　☎ 0824-62-6305

問い合わせ先　都市計画課　☎ 0854－40－1064

の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
後
、
２

等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま

す
。

　
任
用
期
間
は
、陸
上
自
衛
官
は
、

１
年
９
ヵ
月
、
海
上
・
航
空
自
衛

官
は
２
年
９
ヵ
月
を
１
任
期
と
し

て
任
用
さ
れ
ま
す
が
、
引
続
き
勤

務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
選
考
に

よ
り
２
年
を
任
期
と
し
て
継
続
任

用
さ
れ
ま
す
。

【
募
集
種
目
】
男
性
・
女
性
　
自

衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方

【
応
募
期
間
】

　
第
２
回
　
４
月
22
日
㈰
か
ら

　
　
　
　
　
５
月
18
日
㈮
ま
で

　
第
３
回
　
５
月
20
日
㈰
か
ら

　
　
　
　
　
６
月
22
日
㈮
ま
で

【
試
験
期
日
】

　
第
２
回
　
５
月
19
日
㈯

　
第
３
回
　
６
月
23
日
㈯

【
試
験
会
場
】
陸
上
自
衛
隊
出
雲

駐
屯
地
　

【
試
験
科
目
】
筆
記
試
験
（
国
語
・

数
学
・
社
会
・
作
文
）・
口
述
試
験
・

適
性
検
査
・
身
体
検
査

【
採
用
予
定
日
】

　
採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
応
募
サ
イ
ト
】

https://w
w
w
.jieikanbosyu-

m
od.go.jp/index.htm

l
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住まいに関する助成制度
建築住宅課　☎0854-40-1065

建築住宅課　☎0854-40-1065

税務課　☎0854-40-1034

うんなん暮らし推進課　☎0854-40-1014

うんなん暮らし推進課 0854-40-1014

住まいの

住まいの

を
お
考
え
の
方
へ

を
お
考
え
の
方
へ

を
お
考
え
の
方
へ

耐震改修

リフォーム

新築

耐震診断・補強計画・改修工事に対して助成を行います。

助 成 内 容
①耐震診断費の90％（上限6万円）
②補強計画（設計）費の50％（上限20万円）
③改修工事費の23％（上限80万円）
④解体工事費の23％（上限40万円）

条 件 等
・昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

市内に新築住宅を取得する際に
市独自の固定資産税の課税免除を受けることができます。

免 除 期 間 【子育て世帯でない場合】3年　UIターン者または市内事業者の施工であれば 5年
【子育て世帯である場合】5年　UIターン者または市内事業者の施工であれば 7年

免 除 額
【子育て世帯でない場合】対象住宅の床面積120㎡以下の部分に係る税額のうち、地方
税法の新築軽減の規定により減額される額を差し引いた額。
※ 地方税法の新築軽減の規定により減額される期間終了後は、対象受託の床面積120

㎡以下の部分に係る税額に1/2を乗じた額。
【子育て世帯の場合】対象住宅の床面積120㎡以下の部分に係る税額すべて

三世代で同居される住宅改修に対して助成を行います。

助 成 内 容 改修工事費の1／5(上限30万円)
※既存の住宅リフォーム支援事業との併用申請は不可

条 件 等
・都市計画区域外の住宅であること
・子育て世帯を含む三世代以上が新たに同居する場合
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

住宅の改修工事に対して助成を行います。

助 成 内 容

①雲南市の「耐震改修助成」への上乗せ助成
　耐震補強計画助成額の1/2（上限10万円）
　耐震改修工事費助成額の1/2（上限20万円）
②島根県の「しまね長寿の住まいリフォーム助成」への上乗せ助成
　バリアフリーリフォーム助成額の1/2（上限10万円）
③内装工事を伴う新規の下水道施設接続工事への助成10万円
④環境にやさしいエコ住宅改修およびエコ住宅設備工事への助成
　エコ住宅改修工事費の1/5（上限20万円）
　エコ住宅設備工事費の1/5（上限10万円）

条 件 等
・①と②は、それぞれの事業要件で交付決定されたもの
・③は排水設備確認通知書が交付されているもの
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

子育て世帯　夫婦の年齢若しくは夫婦いずれかの年齢が40歳未満である世帯、または年齢が16歳未満のお子さんがいる世帯

ＵＩターン者へは空き家の改修助成もあります！
改修工事の1/2（上限50万円）※子育て世帯は上限100万円

空き家物件はこちらから
検索ほっこり雲南  空き家

で検索。
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平成29年度電源立地対策交付金事業
　水力発電などの発電施設が所在する市町村等に対し、地域の活性を図ることを目的に公共用施設の整備
や地域活性化事業などに対しての交付金が交付されます。雲南市では、平成29年度に12,415千円の交付
を受けました。

問い合わせ先　地域振興課　☎ 0854－40－1013

事業名 概要 実施場所

【自治会施設等整備補助金事業】
湯村連合自治会・石自治会防犯
灯街路灯取替事業

木次町湯村連合自治会・石自治会防犯灯の取替え工事
・�湯村連合自治会　30基、防犯灯取替え移設工事（電
柱へ移設）２基、防犯灯移設工事（１ポール取替え
新設）２基

・石自治会　８基

木次町湯村地内

成木導流堤用水路管理道等改修
工事

用水路等改修工事
管理道整地Ｌ=115ｍ、用水路工（撤去・据付）50ｍ、
集水桝工　１基、崩土の除去　25ｍ

三刀屋町古城地内

掛合交流センター備品整備事業

掛合交流センター建設による教育文化活動を活用した地
域づくり活性化のための備品整備　
・包丁まな板殺菌庫　1台
・食器・調理器具収納棚（上・中・下段セット）２セット　�������������������
・図書室用書架　２台
・図書室用展示架　１台
・ポータブルステージ　９台
　（スカート一式、ステップ１台含む）

掛合町掛合地内

吉田町（吉田・田井 ･民谷）交
流センター　防災備品整備事業

吉田町の交流センター防災備品整備事業
・ＬＥＤ投光器（バルーンタイプ）３台
・ＬＥＤ投光器（プロジェクタータイプ）３台
・発電機（ガソリン式）６台
・ガソリン携行缶　３台　　　　����������　���������������
・コードリール　３台

吉田町地内

バス停留所標識柱設置事業 バス停留所標識柱
　製作、設置　13基（置き型式） 市　内

成木導流堤用水路管理道等改修工事

掛合交流センター備品整備事業

木次町防犯街路灯取替事業 バス停留所標識柱設置事業 吉田町交流センター防災備品整備事業
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日、１日(火)、28日から建替え工事のため長期休館します
　おはなし会：６日（日）10:30 ～、三刀屋子育て支援センター　30日（水）10:00 ～
吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館�　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ５月の休館日  
　毎週月曜日、振替休館：１日(火)・２日(水)、３日(木・祝)、
　４日(金・祝)、５日(土・祝)、月末整理休館：31日(木)
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　　☎0854-43-6131　（電話受付：月～木曜[祝日は除く]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10：00 ～ 18：00）

　大東図書館は増改築整備中のため休館しています。
開館予定：６月24日（日）から

　皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力の程よろしくお願いします。
※本の返却は、大東図書館玄関横の返却ポストを利用ください。

 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　休館に伴い会場を変更し、下記の日程で開催します。
　　会　場：阿用交流センター 図書室
　　開催日：７日（月）、21日（月）10:30 ～
　　※参加された方には、乳幼児向けえほんの貸出も行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館� ☎0854-49-8739　開館時間：10:00 ～ 18:00
 ５月の休館日  
　毎週木曜日、３日(木・祝)、４日(金・祝)、５日(土・祝)、
　振替休館：１日(火)、６日(日)、月末整理休館：６月１日(金)
 イベント案内 
　☆おはなしチューリップたのしい絵本の会
　　　　　　こどもの読書週間スペシャル　12日(土）10:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。

▼森
もり

 まゆみ「お隣りのイスラーム　日本に暮らすムスリムに会いにいく」▼加
か

来
く

耕
こう

三
ぞう

「1868　明治が始まった年への旅」▼NHKスペシャル取材班「高校生ワー
キングプア『見えない貧困』の真実」▼林

はやし
 直

なお
輝
てる

「鯉
こい

のぼり図鑑　おもしろそうに
およいでる」▼山

やま
中
なか

伸
しん

弥
や
・羽

は
生
ぶ

善
よし

治
はる

「人間の未来Ａ
えー

Ｉ
あい

の未来」▼松
まつ

本
もと

俊
とし

彦
ひこ

 監修「自
傷・自殺のことがわかる本　自分を傷つけない生き方のレッスン」▼大

おお
沢
さわ

かおり「が
んになった親が子どもにしてあげられること」▼弟

で
子
し

吉
きち

治
じ

郎
ろう

「まんじゅう屋列伝」
▼大

おお
原
はら

まゆみ「紙パンダ！切り紙で楽しむかわいいカードと雑貨」▼今
いま

道
みち

琢
たく

也
や
「落

とされない小論文　全試験対応！直前でも一発合格！」▼橋
はし

田
だ

壽
す

賀
が

子
こ

「恨
うら

みっこ
なしの老後」▼カズオ・イシグロ「特急二十世紀の夜と、いくつかの小さなブレー
クスルー　ノーベル文学賞受賞記念講演」▼ダン・ブラウン「オリジン」上・下
▼ベンジャミン・ジェイコブス「アウシュヴィッツの歯科医」▼桐

きり
野
の

夏
なつ

生
お

「路上
のＸ」▼小

お
野
の

美
み

由
ゆ

紀
き

「メゾン刻
とき

の湯」▼垣
かき

谷
や

美
み

雨
う

「定年オヤジ改造計画」▼朝
あさ

井
い

まかて「雲
うん

上
じょう

雲
うん

下
げ

」▼山
やま

本
もと

譲
じょう

司
じ

「エンディングノート」▼宇
う

佐
さ

美
み

まこと「熟
う

れた
月」▼黒

くろ
野
の

伸
しん

一
いち

「国会議員基礎テスト」▼瀬
せ

尾
お

まいこ「そして、バトンは渡された」
▼浅

あさ
田
だ

次
じ

郎
ろう

「長く高い壁」▼角
かく

田
た

光
みつ

代
よ
「私はあなたの記憶のなかに」▼西

にし
 加

か
奈
な

子
こ
「お

まじない」▼伊
い

東
とう

 潤
じゅん

「修
しゅ

羅
ら

の都
みやこ

」▼高
たか

田
だ

 郁
かおる

「あきない世
せい

傳
でん

金
きん

と銀
ぎん

⑤転
てん

流
りゅう

篇
へん

」▼舘
たて

野
の

真
ま

知
ち

子
こ

「料理用あま酒、はじめました。」▼桑
くわ

田
た

ミサオ「おかげさまで、注文の
多い笹

ささ
餅
もち

屋
や

です」▼小
こ

泉
いずみ

純
じゅん

一
いち

郎
ろう

「決断のとき　トモダチ作戦と涙の基金」▼飯
いい

沼
ぬま

直
なお

樹
き
「地域で愛される子ども食堂作り方・続け方」▼石

いし
村
むら

 智
とも

「よみがえる古代の港」
※育児相談、離乳食教室についてはP30をご覧ください。

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター
あそぼう広場〔制作遊び〕  ９日㈬ 10:00 ～ 10:30
赤ちゃん広場〔ふれあい遊び〕 25日㈮ 10:00 ～ 10:30

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

掛
　合

支援センター (分室：掛合体育館)
分室 お話の日 18日㈮ 10:30 ～ 11:00

好老センター 誕生会＆スイーツ教室 24日㈭
申込み〆切17日   9:30 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

吉 

田
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター 散歩♪小遠足♪ 16日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

ミュージックケア（要予約） 11日㈮ 10:00 ～
トコトコ散歩（周辺散歩） 14日㈪ 10:00 ～
リフレッシュ講座

（産後６ヵ月以内のママ）（要予約） 14日㈪ 13:30 ～
誕生会（誕生児要予約） 17日㈭ 10:30 ～
トコトコ散歩（食の杜散策）（要予約） 18日㈮ 10:00 ～
じんわりあったかお灸時間（要予約） 21日㈪ 10:30 ～
ドレミちゃん（手遊び・歌・おはなし）（要予約） 24日㈭ 10:30 ～
整体セルフケア（要予約） 28日㈪ 10:00 ～
赤ちゃんおはなし会（要予約） 29日㈫ 10:30 ～

出前保育
日登交流センター  ９日㈬ 10:00 ～
教室・相談
木次子育て支援センター ベビーマッサージ（要予約）３～７ヵ月 15日㈫ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

たんぽぽひろば（お茶会）  ８日㈫ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば（かたらもちづくり） 16日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば（ベビー・マッサージ） 23日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば（誕生会）
※５月生まれのお友だちは予約ください 30日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

※行事があっても通常利用できますので利用ください。
教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室
（５～６ヵ月児対象離乳食教室） 11日㈮ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室

（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 17日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室

（９～ 11ヵ月児対象離乳食教室） 24日㈭ 10:00 ～（※要予約）

たまごクラブ（妊婦さんサロン） 29日㈫ 10:00 ～（１時間程度）
（※要予約）

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

大
　東

教室・相談

大東子育て
支援センター

子育て教室『春を見つけよう』  ２日㈬   9:30 ～ 11:30
赤ちゃん教室

『春のお散歩・離乳食試食』  ９日㈬   9:30 ～ 11:30
子育て相談 11日㈮、25日㈮ 10:00 ～ 16:00

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 12:00
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ７日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 10日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター） 11日㈮   9:30 ～ 11:30
地域サークル
佐世（佐世交流センター） 17日㈭   9:30 ～ 11:30
大東（木馬） 18日㈮   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園内） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

園（
所
）開
放
日

大�

東

大 東 保 育 園 毎週水曜日   9:00 ～ 14:00
試食の予約：前日16:00まで

か も め 保 育 園 毎週金曜日   9:00 ～ 12:00
試食の予約：前日16:00まで

あ お ぞ ら 保 育 園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
加
茂

加 茂 こ ど も 園 24日㈭   9:00～12:00（給食なしは11:00まで）
予約：17日㈭まで

た ち ば ら 保 育 園 月曜日～金曜日（平日) 10:00 ～（１時間程度）
木
次木 次 こ ど も 園 土曜日午後・日曜日

（行事あるときは除く） 予約不要（開放は園庭のみ）
三
刀
屋三 刀 屋 保 育 所  ９日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

予約なしでも可
吉
田

吉 田 保 育 所 17日㈭   9:30 ～ 11:30
田 井 保 育 所 18日㈮   9:00 ～ 11:30

掛
合夢の子園

保育所開放日 23日㈬   9:00 ～ 11:00　予約不要
30日㈬ 10:00 ～ 12:00　予約不要

昼食試食会 23日㈬ 11:00 ～ 12:00　
要予約・〆切16日㈬

問い合わせ先 ▶各園（所）または子ども政策課 ☎0854-40-1044

子育て支援センター
 などのスケジュール
子育て支援センター
 などのスケジュール

月5 図書館だより
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◆育児相談
掛合子育て支援センター  ９日㈬

9:30 ～
三刀屋子育て支援センター 14日㈪
加茂子育て支援センター 21日㈪
大東健康福祉センター 22日㈫
木次子育て支援センター 25日㈮
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 22日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
木次健康福祉センター 29日㈫ 9:30～

◆セットがん検診（要予約）
　（乳がん・子宮頸がん検診） 受付時間

吉田健康福祉センター 30日㈬   8:45～11:30
田井交流センター 30日㈬ 13:30～15:30

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 10日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 31日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 16日㈬ 13:00～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 24日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

◆その他相談
こころの健康＆もの忘れ相談  ９日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南  ９日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 10日㈭

24日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
思春期・青年期こころの相談 16日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 17日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所 17日㈭ 10:00 ～ 14:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
オレンジカフェうんなん 大東地域交流センター 17日㈭ 10:00 ～ 11:45

参加料　300円【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
難病サロン「ひまわり」 19日㈯ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 21日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター 23日㈬

30日㈬
14:00 ～ 16:00
（要予約）定員20組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067

難病サロン しまね難病相談支援センター 24日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

５月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ２、９、16、23、30日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 26日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

◆断酒会
吉田ふるさとセンター  ３日（木・祝）

19:00～21:00

加茂健康福祉センター  ７日㈪
大東地域交流センター 15日㈫
掛合まめなかセンター 16日㈬
下熊谷交流センター 21日㈪
三刀屋健康福祉センター 29日㈫

町名 実施日 受付時間 会　場　名
吉田町 23日㈬   9:30～11:00 吉田総合センター
掛合町 23日㈬ 13:00～16:00 島根イーグル㈱

献血�【問】市民生活課　☎ 40-1031

チャレンジデー2018�
 と　き 	５月30日（水）０時～21時（参加報告締切21時30分）
 ところ 	雲南市内各地
 対戦相手  岡山県赤

あか

磐
いわ

市（人口44,411人／９回目の参加／前回参加率61.8%）
	 ※雲南市：人口39,179人／13回目の参加／前回参加率62.2%
	 ※人口はいずれも平成30年２月１日時点

５月の最終水曜日（30日）はチャレンジデーです。日常生活の中で体を動かす
楽しさを感じるきっかけづくりに、皆さんの参加よろしくお願いします！

【問】社会教育課　☎0854-40-1073

31 市報うんなん

市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
このページへの広告掲載希望の方は、広告代理店 株式会社ホープ（☎092-716-1401）へ問い合わせください。なお、広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠
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人　口･･ 38,976人（－156人）

世帯数･･ 13,806世帯（－20世帯）
平成 30 年 4 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,210人（－92人）

男　性･･ 18,766人（－64人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

子安観音祭�
稚

ち

児
ご

行列（本町通り～吉田公園）、子安観音祭、
お子さんの手形色紙製作コーナー、発表ひろば、
吉田ふれあい食堂、ふれあい動物園
 と　き  ５月３日（木・祝）10:00 ～
 ところ  吉田公園、本町通り、稲わら工房周辺

【問】子安観音祭実行委員会
（吉田総合センター自治振興課内）☎0854-74-0211

ピアノコンサート�

ちはなプレミディ�vol.3�
　出演：知

ち

花
はな

つくも（ピアノ）

　曲目（予定）：J.S.バッハ「ホ長調のプレリュード」
シューマン「トロイメライ」
ドビュッシー「月の光」他

平日の昼下がり、クラシックを楽しむトーク・コ
ンサートです。演奏者本人による解説をまじえな
がら、ラメールのスタインウェイピアノの響きを
ゆったりとお楽しみください♪
 と　き  ５月15日（火）14:00 ～ 15:00
 ところ  加茂文化ホール�ラメール（大ホール）
 入場料  無料　
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

チェリヴァシアター LIVE
演劇ユニット「大根」旗揚げ公演

『楽屋～流れ去るものはやがてなつかしき～』�
　作：清

し

水
みず

邦
くに

夫
お

さん　演出：曽
そ

田
た

真
しん

吾
ご

さん
　出演：町

まち

田
だ

彩
あや

香
か

さん・松
まつ

田
だ

侑
ゆ

希
き

さん
　　　　山

やま

近
ちか

三
み

貴
き

さん（碗
わん

プロダクション）・曽田真吾さん
 と　き  ５月４日（金・祝）19:00
�  　　５日（土・祝）14:00 ／ 18:00

※３回公演、開場は開演の30分前

 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  前売1,000円、当日1,500円

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

古代鉄歌謡館神楽の夕べ�
　出演：上多根神楽保存会
 と　き  ５月12日（土）19:30開場　20:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  高校生以上500円、小中学生200円
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

みんなの歌声サロン�
童謡・叙情歌・歌謡曲など、ピアノの伴奏に合
わせてみんなで歌う月に一度の楽しいひととき。
ティータイムの音楽鑑賞もお楽しみに♪
 と　き  ５月12日（土）13:30 ～ 15:00
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  無料
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

チェリヴァロビー座

「菅田茂＠LIVE!」�
 と　き  ５月31日（木）20:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（１Ｆロビー）
 入場料  500円
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

チェリヴァロビー座　クレエ座リーディング公演

「語り手の舟」vol.1�
 と　き  ５月26日（土）19:00開演
� 　　 27日（日）14:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（１Ｆロビー）
 入場料  500円
 ※未就学児の入場は不可

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155


